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部の構築方法が注目されよう。地山礫層は，3C，
3Dが最も標高の高い地点であり，それぞれ東側，
北側に向い下降している。列柱遺構部分より西側
では，概わ礫層直上に粒子の細かいシルト層が薄
く堆積しており，更に壁体背面部分を中心に赤褐
色の砂礫層が配されていることから，両者共に建
造物構築に際する人工構築層と考えられる。特に
2C，2Dでは地山層が大きく下降しており，こ
の部分に赤褐色の砂礫層が厚く堆積しており，石
灰岩壁体の裏ごめまたは基礎部の土台構築として，
砂礫層が丘陵部に運ばれたものと考えられる。
　壁体基礎部の構築技法に関しては，さらに列柱
遣構の背面壁部分にその代表的事例が観察される。
ここでは，あらかじめ地山の礫層が30～40cmほ
ど溝状に掘り込まれており，基礎部分を構成する
石灰岩ブロ．ツクがモルタルにより接着されて積ま
れていた（図3）。これは王朝時代建築にはしばし
ば用いられる施工方法（Foundation　Trench）と
推測され，3Cで見られる石灰岩ブロックの配列
を始め2C，2D，3Dにおける石造建造物をめ
ぐる周壁部分にも応用されているものと推測され
るが｛I7〕，2C～2Dでは赤褐色砂礫層が厚く堆積
しているため，壁体基礎部を確認する作業は今後
の課題として残されている。
　総じて建造物自体は，最前面に列柱空間を配し
奥室までの構造を有しており，そのプランはサッ
カラの新王国時代墳墓に類似している。出土遺物
からこの遺構がカエムワセトに関わる建造物と推
測されるため，埋葬施設を有するかどうかが焦点
となったが，これまでの所，奥室の周域一帯では
これが検出されていない。
4．出土遺物
　本遺跡よりの出土遣物は，石材関係と土器等の
石材以外の遺物に大別される（図5）。
　石材関係の遺物を代表するものとして，石灰岩
製のレリーフ片がある。先述したように，本遺跡
は近年石材取りをめざしたために形成された掻乱
層が多数存在しているため，数多くのレリーフブ
ロッ・クが建造物を覆う砂層から取り上げられた。
これらのレリーフブロックは，それぞれ異なるモ
チーフ，規格，整形技法により形成されており，
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これらを分類していくことが壁面復元の為の基礎
作業となった。
　モチーフに関しては，人物および神々の像，供
物の奉納場面，水辺場面等の図像モチーフに加え，
これらに伴うヒエログリフの文字列がある。この
中でも特に人物および神々の像のモチーフに関し
ては，建造物全体の問題点を含んでいる。’列柱遺
構部分周辺で取り上げられた，頭の横に束ね髪を
付けた人物像（図5－1，2）やラーホルアクティ神
の像（図5－3）は，いずれも等身大の規格を有し，
表面はプラスターにより丁寧に仕上げられている。
同遺構部分よりは，同様の規格と仕上げ方法の例
として，供物台のモチーフ（図5－5）があり，さ
らには陰刻技法という異なる技法により仕上げら
れたニッチおよびソカリスの船が描かれたレリー
フ（図5－6）が一体となり，壁面の装飾を構成し
ていたと考えられる。一方通廊部から奥室に至る
周辺では，幅45cm程度のボーダーラインの聞に
描かれた神々の行列場面（図5－4）と，キルトを
まとう人物像等の出土例がある。キルトをまとう
人物像は等身大の規格で描かれておつ，神々の行
列場面は右側を向く群と左側を向く群に大別され，
これらは神々の行列とこれを迎え受ける人物とい
う図柄のセットを構成していると推測される。レ
リーフ中にはさらに本遺跡の性格解明に関わるカ
エムワセトの称号類が多く検出されている。その
代表例は，奥室の壁体脇で検出された花商岩製の
ブロックと，列柱遺構部分で取り上げられたニッ
チ片である。これらの中には，カエムワセトに一
般的に用いられる，「王の息子（s3nsw）」「セム神
官（Sm）」「職人たちの偉大なる統率者（wr旦rp’
与mWt）」等の称号が多く確認されている。
　建築石材としては，特に桂片が集中的に取り上．
げられ，通廊部から奥室に至る周辺では，軒蛇腹
装飾を有するブロックが出土している。また建造
物の基礎部分に用いられた石材として，80度程度
の傾斜角を有するものが数例確認されており，こ
れらは表面が風化のため変色しているという特徴
がある。
　また石材の中には，表面にインクによりヒエラ
ティックの銘文が記される例が多数検出されてお
り，書体からは遺構の建造時期とほぽ同時代であ
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ることが推測されている。これらは概ね判読が困
難であるが，これまで集められた例では，「3bd3
地t，sw18，imy－rpr，’Imn－w3与一swアケト季3
月18日，家令，アメンワフスウ」に代表されるよ
うに，季節，称号，人名等の組合せが多いが，こ
れに加えて「Wnmy（右）」「Sm与y（左）」と記さ
れた例に見られるように，建造物構築の際の作業
班を意味したと考えられる銘文がある（I8〕。同資料
は，石材原料の切り出し段階から，建造物の構築
段階に至るプロセスの判読が可能な希有な遺物例
として位置付けられよう。
　石材以外の考古学遺物としては，土器，ランプ，
ガラス，ファイアンス製品等がある。
　土器に関しては，本遺跡よりの出土例は概ね残
存率が低く小片として多量に取り上げられたため，
器種復元のため現地にて丹念な接合作業が行なわ
れた。この結果，碗型・皿型土器から壼型土器に
至る各種の器形が判別された（図5－7～15）㈹。
これらの中には，器形，整形技法，装飾技法等か
ら，明らかに新王国時代に位置付けられる群と，
後世のローマ時代の土器群と判別されるものとが
ある。青色顔料により彩文が施される土器群は前
者の代表的事例であり，器種としては壷型土器に
多く検出されている（図5－7～9）。また口縁部が
赤色顔料により彩色される皿型土器土器（図5－
12），ランプ（図5－16，17）は，共に胎土は概ねナ
イルシルト陶土と泥灰質陶土より構成されるが，
泥灰質陶土は白～緑～褐色系にわたる色調と鉱物
系混和材の偏差が大きい。
　ガラス製品の中には，王朝時代に固有のサンド
コアガラスは検出されておらず，吹きガラスの技
法による器群より構成される（図5一ユ8～20）。フ
ァイアンス製品の出土例も多く，これらは器類（図
5－21～23），アミュレット（図5－24，25），タイル
等に大別される。特にタイルに関しては，母胎土
とガラス質粕の間に白色の石英粉末層が確認され
ており，新王国時代遺物と考えられることか
ら（加〕，建造物内においてタイルが使用されていた
空間を検討していく必要があろう。
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5．3ヵ年の成果と今後の展望
　　　　　　　　　　一総括として一
　冒頭にも述べたように，早稲田大学によるア
ブ・シール丘陵部の発掘調査は，学史の上でも初
めての調査例となった。調査の結果出土した遺構
は，カエムワセトに関わる建造物と推測されたた
め，本建造物の性格解明が同人物の研究史の上で
も重要なテーマとなった。建造物自体は，最前面
に列柱空間を酉己し奥室までの構造を有しており，一
そのプランはサッカラの新王国時代墳墓に類似し
ているが，埋葬施設を伴うものか（2’〕，あるいはカ
エムワセトに献じられた祀堂（PrivateChapeI）で
あるかに関しては例，現在なお課題として残され
ている。
　このため，残存している建造物の基礎部分のみ
ではなく，出土遺物の分析を通しての復元考察と
いう方法が，同課題解明の為の有カな手法となろ
う。建造物の平面計画においては，壁体基礎部の
割りつけ線のあり方，モルタルの残存位置，構築
技法などの分析と，建造時に用いられた度量衡（キ
ュービット尺）から，各室の構築順序，全体の平
面計画等が検討されている。また立面計画に関し
ては，束ね柱と壁面装飾の復元考察が大きな柱と
なっている。6弁の束ね柱に関しては，礎石，パ
ネル，柱等などの規格からその立ち上がり高と形
態が推測される㈹。壁面装飾に関しては，建造物
を覆う砂層全域から出土する多量のレリーフ片が
資料となるが，ここでは石材取りをめざした掩乱
層の位置関係から，元来レリーフが所属していた
壁体位置を推測する手がかりとなる。これにより，
カエムワセトと彼の前の神々，供物台等の場面に
より構成される列柱遺構部分と，神々の行列とこ
れを迎える人物像により構成される通廊部から奥
室に至る壁面装飾の復元考察が進行している㈹
（図6－1一①②）。
　第2の課題として，本遺構がメンフィス・ネク
ロポリスに所属していることから，メンフィス職
人集団の特性が検討事項となろう。同問題に関し
ては，原材料の獲得から消費に至るプロセスのな
かで，メンフィス地域の地理生態系および職人の
技法等を対象とし，考察することとなる。石材に
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　　　　　図6－1　壁面装飾の復元考察例　①列柱遺構部分　②通廊部（「別冊エジプト学研究」）
　　［ダハシュール］　［メンフイス］　　　左（傾1の悔班）人右（側の作業班）
　　　図6－2　メンフィス職人集団をめぐる問題　　①原材料の獲得から消費に至るまで（概念図）
　　　　②建造に際する職人集団の班構成（吉札中川，西本柏木著；前掲書を基盤とした概念図）
（3）①2讐　　　〆え　　　6。、。　　紳鴛
第5王朝　。鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　新王国時代墳墓群②　　図6－3　遺跡形成史をめぐる問題
　　　　　G揮冷皿！・！　口　　　　B　〃　　　　　　　①遺跡分布図　②遺跡立地環境（概念図）
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関しては，古王国時代より伝統的な石材供給地と
して知られていたトゥッラがあり，土器に加えフ
ァイアンス，ガラス，金属製品等はメンフィスを
代表する工芸品として知られ，さらには遺構地業
土に用いられた粗砂は，ダハシュールからアブ・
シールの西部砂漠縁辺部にその獲得地を推測しう
る㈱竈また輸送の段階に関わる問題としては，一
例に石材の切り出し季節が関わり，これまでのヒ
エラティックのインスクリプションの出土例では，
ナイルの「増水季」に集中している。さらに資材
運搬に際しては，遺跡へのアプローチルートの在
り方が問題となるが，列柱遺構部分に面した東側
斜面へのアクセス部分は未発掘であるため，この
点に関しては今後の検討課題となろう。一方で，
資材運用のあり方をめぐっては，遺構内の各部分
において，傾斜角と風化面を有する石材が多用さ
れており，近隣のマスタバ墓またはピラミッドよ
りの再利用が行なわれた可能性も考えられる（26）
（図6－2一①）。また遺構建造に関わる段階として
は，建造に際しての職人集団の班構成のあり方を
示唆する「Wnmy右（側の作業班）」「Sm与y左（側
の作業班）」と記されたヒエラティックのインスク
リプションがあるが，「左右」のあり方に関しては
今後の遺物分布の検討を待たねばならない（27〕（図
6－2一②）。
　第3の課題は，本丘陵部の遺跡環境とこれに伴
う遺跡形成史の問題である。本遺跡はアブ・シー
ル及び北サッカラの遺跡集中区より，互いに1．5
kmほど離れた砂漢丘陵部に位置し，周囲は洞れ
谷（Wadi）に囲まれ牟孤立環境にある（図6－3一
①）。さらに出土した建造物は周囲の砂漠標高より
30m程も高い特殊環境にある（図6－3一②）。これ
までの地質及び先史時代の遺跡分布調査では，第
3紀においてはギザ台地と同様の海面のフォーメ
ーションが形成されており，海退の後に，第4紀
には特に中期旧石器の分布地であったことが確認
されている。王朝時代以後においては，本丘陵部
をめぐる遺跡集中区においてはメンフィス地域の
特性として，初期王朝時代からローマ時代にわた
る遺跡が複合しており，丘陵頂部をめぐる遺跡構
造の史的変遷が課題となろう閉。カエムワセトと
の関わりでは，新王国時代，なかんづくラメセス
第8巻第1号1995年
王朝期における遺跡構造が最終的な課題となるが，
これまで検出されている新王国時代墳墓群は，ウ
ナス王ピラミッドの南域とテティ王のピラミッド
の周辺に集中しており，いずれとも2km以上も
離れた孤立環境にある。この点に関しては北サッ
カラを中心としたメンフィス・ネクロポりスの形
成か’ら崩壊に至る時問軸を対象とし，周辺時代と
の比較の手法を通じて新王国時代遺跡構造の特質
を抽出し，この段階を経て「ラメセス王朝期」の
構造解明を試みていきたい。
おわりに
　！994年は，私たち早稲田大学古代エジプト調査
室アブ・シール調査隊にとっては調整の時期であ
った。この問に，これまで獲得した遺構，遺物の
データは再度確認され，分析，検討の為の研究会
を開催してきた。さらに本年度は2度にわたって
現地に赴き，遺構の点検や，収納された遺物の図
化，写真撮影，また周囲の関連遺跡との比較調査
を行ない，3力年の活動のまとめを行なった。そ
こで，この3力年の発掘調査を「第1期」と考え，
調査成果と今後の展望を整理してみた。
　本稿はその成果の一つであり，今後の発掘調査
の方向付けをするための重要な基礎データである。
1995年度からは，さらに3ヵ年にわたって第2期
の発掘調査に入るべく，現在準備を行なっている
ところである。第2期の発掘調査は，主に丘陵頂
部の西側地域に拡張していく予定であるが，遺構
の全貌を把握していくためにはかなりの時問を要
するものと考えられる。
　第1期のまとめを行なってみて，まだまだ不確
定な婁素が多々あり，十分に考察が行なわれてい
ない所もあるが，これらの点は第2期調査でより
明確になることを信じ，本稿を閉じたいと思う。
　なお，現地における調査許可の取得と作業の進
行の段階で，下記の方々の協力を得た。
　づr．M．Bakr，Dr．A．Nural－Din（Chairman，E．
A．O、），Dr．Z．Hawas，Dr．A．Musa（Director　of
Giza　Inspectorate，ElA．O．），Mr．Y．’Id（Direc－
tor　of　Saqqara　Inspectorate，E．A．O．），Mr．’I．
Muhammad，Mr．I．Labib（Inspector，Saqqara
Inspectorate，E．A．0．）
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　また本調査は，建築学手法等を総合した共同調
査であリ，早稲田大学理工学部建築史学科中川
武教授，早稲田大学古代エジプト調査室の近藤二
郎氏（早稲田大学文学部講師），高宮いづみ氏（ケ
ンブリッジ大学大学院生）を始めとする研究分担
者の諸氏，さらには本稿の図版作成の労にあたっ
てくれた早稲田大学文学研究科前期課程（考古学）
3年白井則行君を始めとする早稲田大学古代エジ
プト調査室の学生諸君に謝意を表したい。
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　　Tokyo，1991，pp．25－28，吉村作治『モダン
　　テクノロジーの考古学における応用一早稲田
　　大学古代エジプト調査隊の例一』「人間科学研
　　究」第6巻，第1号，1993年，477～487頁。
（8〕吉村作治，高宮いづみ，長谷川奏『早稲田大
　　学第1次アブ・シール丘陵頂部の発掘調査』
　　　「エジプト学研究」早稲田大学エジプト学会，
　　第2号，1993年，87－100頁。
（9〕平成3年度採択文部省海外学術研究「エジプ
　　ト・アラブ共和国　アブ・シール地区におけ
　　るピラミッドおよび周辺遺跡の調査」（課題番
　　号：03041079）研究代表者：吉村作治。
（一⑭後述の「出土遺物」の項で述べられるように，
（ll〕
（12）
（1劃
（1の
カエムワセトの人物同定にはレリーフ群中に
見られる称号類が論拠となっている。吉村，
高宮，長谷川，前掲書，92頁。
Lichtheim，M．，AncientEgyptianLiter－
ature，ABookofReadings，vo1．III，The
Late　Period，Berkeley，Los　Angels　and
London，1980．
カエムワセトの銘を有する歴史的建造物と記
念碑に関しては，Gomaa，F．，Chaemwese
Sohn　Rameses’II，und　Hoherpriester　von
Memphis，Wiesbaden，1973に集大成が行な
われている。
また近年エジプト考古局によるセラペウムの
調査成果を総合した見解として，同人物の墓
所がセラペウム近郊に存在する可能性が示唆
されている。Mohamed　I．A．，“Aproposdu
prince　Khaemouaset　et　sa　mere　Isetneferet
Nouveaux　documents　provenant　du　S6r－
ap6um，”Mitteilmgen　des　deutchen　ar－
ch査eo1ogischen　Instituts，AbteiIung　Kairo
（以下MDAIKと略記）49．1993，pp．97－
105．
ウニ，カキ等の微化石を含有し，ギザ層との
連統性が明らかとなった。森啓『アブシール，
ルクソール両地域の地質学的・古生物学的基
礎研究』第12回エジプト学研究会口頭発表，
！994年3月！7日，早稲田大学国際会議場。
近年ウナス王の参道南側の地区を中心として，
第18王朝及び第19王朝の高官の墳墓が検出さ
れている。Martin，G．T．，TheTombChapel
of　Paser　and　Raia　at　Saqqara，London，
1985．Martin，G．T．，Memphite　Tomb　of
Horemheb：Commander－in－Chief　of　Tut’
ankhamun．I，London，1989．Martin，G．
T．，The　Hidden　Tombs　of　Memphis：New
Discoveries　from　the　Time　of　Tutank－
hamon　and　Ramesses　the　Great．London，
1991．　Tawfik，S．，“Recently　Excavated
Ramesside　Tombs　at　Saqqara：1．Architec－
ture，”MDAIK47．1991，pp．403－409．さら
にテティ王ピラミッド東側の耕地崖際には，
新王国時代の岩窟墓がある。Zivie，A．P．“La
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早稲田大学人間科学研究　第8巻第1号
　　tombe　d’un　officier　de　la　XV　me　dynastie
　　Saqqara，”Revue　d’Egyptologie3ユ，1979，
　　pp．135－151．Zivie，A．P．，Decouvertea
　　Saqqarah，Paris，1990．
（固　柱礎石の形態および出土した柱頭片，柱身片
　　から，閉花式ロータス柱が建てられていたと
　　考えられる。比較例としてはアブ・シールの
　　プタハシェプセス葬祭殿の例が最も近いと考
　　えられる。
㈹　カエムワセトの座像とその前後に計4列の碑
　　銘が記されている。高さ135cm，幅86cmの大
　　型ブロックであり，偽扉の左下部分として用
　　いられたと考えられる。比較例としては，セ
　　ラペウム出土の花崩岩製偽扉が同人物の銘と
　　同様の図柄を有する。Gomaa，op．cit．，
　　Kat．30．
（1の　Foundation　Trenchの用例として，Amold，
　　D．，BuiIding　in　Egypt，Oxford，　1991，
　　pp．109－115．
（1劃吉村作治，中川武，西本真一，柏木裕之『ア
　　ブ・シール発掘調査現場から出土したヒエラ
　　ティック・インスクリプションについて』「エ
　　ジプト学研究」早稲田大学エジプト学会，第
　　2号，1994年，42－49頁。
（19特殊な器形でありながら，比較的出土例の多
　　いものにトーチがある。近年サッカラ・ネク
　　ロポリス内におけるトーチの報告例が多い竈
　　French，P．andGhaly，H．，“Potterychiefly
　　of　the　Late　Dynastic　Period，from　excava－
　　tions　by　the　Egyptian　Antiquities　Organisa－
　　tion　at　Saqqara，1987，”Cahiers　de　la　cεr－
　　amique6gyptieme2，pp．93－123．
1995年
⑫皿）Kaczmarczyk，A．，andHedges，R．E．M．，
　　Ancient　Egyptian　Faience，Warminsrer，
　　1983，Fig．33a．
⑫1〕
㈱
Kitchen，K．，“Memphite　Tomb－Chape1s　in
the　New　Kingdom　and1ater，”in　Fests－
chrift　fur　E．Ede1，Hamburg，1979，pp．272
－284．
サッカラのウナス王参道南に位置する新王国
時代墳墓群の中で，18王朝時代のMayaと
Horemheb，19王朝時代のTiaの墓は同様の
構造と共に埋葬室を有する。
㈱．柱の立ち上がりに関しては4m程と想定され
　　る。柏木裕之，草原千裕，西本真一『建造物
　　をめぐる建築学的問題』「別冊エジプト学研
　　究」1995年3月刊行予定。
⑫φ齋藤正憲，磯部久美子，高宮いつみ『壁面装
　　飾の復元考察』「別冊エジプト学研究」同書
　　内。
㈱　Thompson，D．，Memphis　mder　the　Ptole－
　　mies，Princeton，1988．Petrie，W．M，F．，
　　Memphis　I，London，1901，pp，65－70．なお
　　粗砂に関しては，現在のサッカラ地区におけ
　　る建築工法の事例に依拠している。
㈱約70～80度の傾斜角を有し，これらはマスタ
　　バ墓の外壁にもしばしば見られる。また茶褐
　　色に変色した風化面は，例えば周辺遺跡では，
　　イプウトのピラミッド外面に観察される。
⑫の近年，ウナス王のピラミッド群南域に集中す
　　る新王国時代墳墓群とは異なり，初期王朝時
　　代墳墓の位置する崖際でラメセス2世の警護
　 隊長であるナクトミンの墳墓が発見されてい
　　る。
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